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紙やデジタル化された文書の品質と会計処理プロセス
の間には、プロセスを実行する上で欠かせない関係が
あります。文書の品質が酷ければ、プロセスに障害が生
じ、支払いやキャッシュフローのKPI（重要業績評価指
標）を満たすことが難しくなるのです。 

インテリジェント文書処理（IDP）ソリューションは、AI 
OCRに最先端のテクノロジーを搭載することで、コンテ
ンツの品質を向上させます。その技術は、インボイスや
その他の文書の処理の自動化を進める基盤となるもの
です。    

https://www.abbyy.com/ja/solutions/content-intelligence/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja
https://www.abbyy.com/ja/solutions/content-intelligence/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja
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人工知能による認識やニューラルネットワーク、そして機械
学習（ML）は、AI OCRをサポートします。これにより、キャ
プチャや認識、フィールド抽出や検証が自動で行えるように
なります。それは、会計処理プロセス内で取り扱われるコン
テンツが構造化されているか、非構造化のものかは問いま
せん。そのため、買掛金（AP）、売掛金（AR）、パーチェイ
ス・トゥ・ペイ（purchase to pay）、報告用の記録（record 
to report）、受注から入金確認まで行うオーダー・トゥ・キ
ャッシュ（order to cash）といった領域で活用できます。
これらのテクノロジーは、人的スタッフの介入を最小限で
済むようにするだけではなく、情報を利用可能なDigital 
Intelligenceに変換します。そうして、購買契約書を基にした
インボイスのストレート・スルー・プロセッシングをサポート
します。このプロセスは、既存の会計作業環境や承認ワー
クフローにスムーズに組み込むことができます。そして、こ
れらのテクノロジーは、サプライチェーンの変更に適応しま
す。新しいベンダーやフォーマットを学習するのです。 

https://www.abbyy.com/ja/solutions/digital-intelligence/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja
https://www.abbyy.com/ja/solutions/digital-intelligence/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja
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最新世代のIDPソリューションは、分析などの最新テクノロジーを提供します。会計
部門の責任者やAP担当責任者に、さらに高水準のDigital Intelligenceを提供する
ためです。この新しいタイプのIDPソリューションは、文書を大量に取り扱う会計処
理プロセス内で生じるイベントのモニタリングを行います。このモニタリングは、自
動で行われ、継続的で一貫性を維持したものです。これによりコンテキストが把握
され、迅速なアラートを適切な人的スタッフに送れるようになります。このアラート
は、プロセスに障害をもたらす危険性が発生する前、あるいはそれと同時に送られ
ます。また、アラートは新たな可能性が特定されたときにも送られます。改良された
Digital Intelligenceのおかげで、会計部門のマネージャーは、会社の付加価値を生
み出すために、より戦略的な役割を果たせるようにします。     

•	� より優れたユーザーエクスペリエンスを提供し、長期的に大きな成
長を目指すための強力なロイヤリティを獲得 

•	� コストやリスクを大きく削減できるインサイトを活用（例、払い過ぎ
の防止やコンプライアンス違反による罰則の回避など） 

•	� 収支決算を改善する機会の特定（例、宣伝費の集計や早期支払い
による割引の要求など） 
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このeBookを読むことで、大量の文書を取り扱う会計処理プロセス内で高水準のDigital 
Intelligenceを活用する方法を理解し、企業に利益をもたらせるようになります。  

30～40% 
生産性の向上 

30～40%
生産性の向上 

新しいテクノロジーが財務および会計部門にもたらす違い 

バランスシートの自動調整
（AIとRPA） 

発注書の自動承認とトラッキング
（RPA） 

支払いの遅延を特定するための予測
モデル（BDAA） 

ソース:  What’s Holding Back Digital Shared Services? Boston Consulting Group, May 1, 2018.

30～40%
債権回収の改善 

https://www.bcg.com/publications/2018/what-is-holding-back-digital-shared-services
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プロセスの問題は把握できてもそ
の原因が特定できない 
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大量のコンテンツを取り扱う会計処理プロセスで誤りが生じると、大抵の
場合は苦痛を感じるものです。作業の進行速度が落ちてしまったり、すべ
てがダメになってしまうこともあります。しかし、具体的な箇所はどこでし
ょうか？ そして、その原因は？  全体的に多くの箇所にまたがり、さまざま
に異なるシステムを用いている場合、大抵はプロセスの可視性が大きく限
定されます。 

会計処理プロセスの問題の多くは、処理を行っているコンテンツのクオリ
ティと関連することが多 あ々ります。さらに、このような場合は人的スタッ
フが正規のやり方ではない方法でタスクを行い、状況やスタッフの人選に
左右されてしまいます。これには不定期でアドホックなプロセスも含まれ
ます。そして、これらのプロセスは、相互に関係しない複数のバックエンド
システムによって動いていることすらあるのです。このような特殊なケー
スを特定することは、業務を進める上で極めて重要です。なぜなら、こう
いったケースは、多大なコストや顧客の不満の声につながるからです。  
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幸運にも、問題を発見し、修正するために不可欠な情報はITシステム内
に保管されています。それがどこで生じようとも、プロセス内の「コンテン
ツ・イベント」が記録されているのです。最新世代のインテリジェント文
書処理（IDP）ソリューションは、この貴重な情報へのアクセスが可能で
す。そして、次のことをできるようにしてくれます。     

•	� 会計処理プロセスが、効率性や顧客体験などに好ましくない
影響を与えている場合、その根本となる原因を簡単に把握で
きるようにします 

•	� 適切な人的スタッフにアラートを送り、すぐさま自動的に修
復作業を行います。この作業は、進行中のプロセスの自動モ
ニタリングに基づいて進められます 

•	� 業務プロセス内で起こることをより正確に予測し、取るべき
最善の行動を提示してくれます 

テクノロジーに関わる人々
やプロセスについて熟考し
ましょう    

現在、財務・会計部門の業務プロセス
は、多くの人的スタッフの集団的な知
性や知識を活用することを目的として
設計されています。自動化のプログラ
ムを組む際にマネージャーにとって課
題となるのは、同じパターンを踏襲し、
既存の業務プロセス内に特定の自動ツ
ールを追加する作業です。  

ソース: https://www.mckinsey.com/business-

functions/strategy-and-corporate-finance/our-

insights/bots-algorithms-and-the-future-of-the-

finance-function 

https://www.mckinsey.com/business-functions/strategy-and-corporate-finance/our-insights/bots-algorithms-and-the-future-of-the-finance-function 
https://www.mckinsey.com/business-functions/strategy-and-corporate-finance/our-insights/bots-algorithms-and-the-future-of-the-finance-function 
https://www.mckinsey.com/business-functions/strategy-and-corporate-finance/our-insights/bots-algorithms-and-the-future-of-the-finance-function 
https://www.mckinsey.com/business-functions/strategy-and-corporate-finance/our-insights/bots-algorithms-and-the-future-of-the-finance-function 
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業務プロセス上で起きているすべての
物事を、簡単に把握できます 
Process Intelligenceを搭載したIDPソリューションは、ITシステムに記録さ
れ、保存されたイベントデータのコンテンツを使って作業を始めます。この
データは、アプリケーションやプロセスが起動すると、記録されます。ITシ
ステムと連動したデータは、どんな組み合わせであれ、自動的に抽出されま
す。そして、このデータは、業務プロセスの「デジタルツイン」として表示され
ます。業務プロセス全体の最初から最後までを組織化し、視覚的に提示さ
れるのです。プロセスの流れ、パターン、ボトルネック、計画と実行の間に生
じる違い、パスのバリエーションなどが把握できるようになります。最新の
データに基づいたプロセスの成果について、理解をさらに深めることができ
るでしょう。このデータは、プロセスに関与したあらゆる人的スタッフや機
械によって完了されたすべてのステップを記録しています。このように業務
プロセスをしっかり理解することで、社員のマインドセットを変えてしまうよ
うな企業文化の変化を起こせるようになるのです。 

また、より良くユーザーのニーズに応えるために、専門的な変更を集中的に
行う箇所も分かるようになるでしょう。これにより、キャッシュフローに関す
る特殊なイベントやチャンスをうまく活かせるようになります。さらに、後処
理のための時間を削減できるようにもなるのです。 

The PwC Finance Benchmarking 
Report 2019-20によると、財務・会計
部門に自動化を導入し、作業に変化を
もたらすことで、30～40%の作業時間
を節約することができるようです。例え
ば、eBayの複雑な会計システムは、月
末の財務処理を難しくしていました。そ
の結果として、処理プロセスに10日もか
かることがありました。このひと月のサ
イクルが延滞してしまった最大の理由
は、会計の調整作業の大部分が手作業
で行われ、紙に印刷されたデータを確
認していたことです。社員たちは、手作
業でバインダーにファイリングされた文
書を探し出し、コピーを取り、再びバイ
ンダーに戻していました。この作業を何
度も繰り返していたのです。 

ソース: https://sfmagazine.com/post-entry/

september-2020-the-real-costs-of-manual-

accounting/
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http://pwc.to/39lQU9W
http://pwc.to/39lQU9W
https://sfmagazine.com/post-entry/september-2020-the-real-costs-of-manual-accounting/
https://sfmagazine.com/post-entry/september-2020-the-real-costs-of-manual-accounting/
https://sfmagazine.com/post-entry/september-2020-the-real-costs-of-manual-accounting/
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リアルタイムでアラートを受け取り、
迅速に対処を行いましょう  
会計処理プロセスのなかで、どこかファクトとは合致しないものが見つかった
ときには、すでに手遅れです。深刻なリスクや不正は、未然に防止しなけれ
ばなりません。そうして、オペレーショナル・エクセレンスの状態を持続でき
るのです。Process intelligenceを搭載した最新のインテリジェント文書処理
（IDP）は、ほぼリアルタイムでプロセスの遂行状況をモニタリングできます。
この自動モニタリングは、継続的で一貫性を備えたものです。これにより、プロ
セスが計画通りに進んでいることを確認できます。   

10 10 

例えば、インボイスへのデータ入力にかかる時間や文書処理の優先順位をつ
け直すべき箇所を見て取ることができるでしょう。これにより、より適したかた
ちで目標をKPIに合わせられるようになります。このKPIには、仕入債務回転日
数、現金割引、期限内支払い、およびインボイス1件あたりにかかったコストな
どが例として挙げられます。納期を守り、ベストな成果をもたらすサプライヤ
ー、製品や部門を特定することができるようになります。この可視性と知見を活
用することで、プロセスが改善される部分の特定が容易になります。それまで
見落としていた場所に、改善できる箇所が発見される場合もあります。     

エラーは、不満が募るだけでは
ありません。会計の規則に反し
ている場合、コストもかかりま
す。罰金や罰則は、企業の名声
を傷つけ、経済的な損失でもあ
ります。しかし、それは回避で
きるのです。非効率な会計作業
は、迅速で完全なコンプライア
ンスの監査を進めることを難し
くします。そうして、コンプライア
ンス違反や罰則を被るリスクを
増大させます。    

ソース: https://www.pncpa.com/insights/

true-cost-wasted-time-in-your-accounting-pro-

cesses

https://www.pncpa.com/insights/true-cost-wasted-time-in-your-accounting-processes/
https://www.pncpa.com/insights/true-cost-wasted-time-in-your-accounting-processes/
https://www.pncpa.com/insights/true-cost-wasted-time-in-your-accounting-processes/
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つまり、特定の条件やイベントが認識された場合、アラートを送る用意ができ
ているということです。このアラートは、キャッシュフローの際のチャンスとリ
スクのいずれの場合でも送られます。チャンスには、現金割引の期限が過ぎ
る前にインボイスを処理することが例として挙げられます。その一方で、リス
クには資金流出、コンプライアンスに反する単独での購入、購買契約書の通
過プロセスに好ましくない影響が出ることなどが数えられます。貴社独自の
オペレーションにとって、トリガーになるものを決めましょう。これらのソリュ
ーションを提供する改良された視覚性やインサイトは、キャプチャすべき情
報やアラートの基準や優先順位の設定を用意にします。 

顧客体験およびユーザーエクスペリエンスは、あらゆる最先端の自動化の焦
点となるものです。より簡単に使え、補完でき、変化に適応できるようでなけ
ればなりません。これは、最新世代のIDPソリューションの真実でもありま
す。例えば、プロセスのモニタリング用ダッシュボードは、主要なプロセスの
指標のトラッキングを容易にします。そうして、特定の条件やイベントが発見さ
れた場合、アラートを受け取ることができます。アラートへの対応も、自動に
することができます。最も簡単なものでは、最も迅速に問題に対処できる状
態にある人的スタッフに向けてEメールを作成し、送信します。それだけでは
ありません。他のBPMプロセスをコールしたり、RPAアプリケーションのため
に新しいボットを生成したりすることもできます。  

 

データがABBYY Timelineに読み込ま
れると、すぐにビジネスプロセスのプロ
ファイル指標が生成されます。

Timelineは基となるデータが複数のシステ
ムから成るものであっても、プロセスインス
タンスを自動的に再構築します。
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この機能の価値ある副産物は、デジタルログです。このログは、正常なプロ
セスの諸機能の監査可能な記録を提供します。このログは、プロセスの端か
ら端まで観察します。つまり、部署を越えて、他の部署のものまで観察が行
われます。これは、とりわけ監査の際に重要となります。要請に時間通りに
対応し、金融関連の規制のコンプライアンスを確保するためです。短期的に
は時間とお金を節約できる抜き打ち検査に頼る代わりに、業務内で起きて
いることのイメージを正確に把握しましょう。

すべてのユーザーが、プロセスモニタ
リング用ダッシュボードを設定するこ
とができます。これにより、主要プロ
セスのメトリクスを追跡し、そのユー
ザーの業務に関連する条件が変化し
た場合に、アラートを受けられるよう
になります。

プロセスのスキームは、体系的およ
びアドホックな臨機応変型（ケース管
理）のどちらのビジネスプロセス環境
であっても、自動的に検出されます。

期限以内に支払いを済ます    

期限通りにサプライヤーに支払いを
行うために、財務および調達部門
は、購買契約書やインボイスの処理
作業を調整する必要があります。同
時に、サプライヤーとのコミュニケー
ションも欠かせません。企業が支払
いを遅延してしまうことは多 あ々り
ます。購買契約書を過剰に作成して
しまったり、ミスが起こりやすい手
作業で仕事を進めてしまったり、製
品の受け取りの際に問題が起きてし
まったりするためです。支払いの遅
延は、ベンダーのキャッシュフロー
にとってプレッシャーになることが
あります。また、サプライヤーとの関
係や将来的に行う交渉にも影響を
及ぼすこともあるのです。     

ソース: https://www.genpact.com/insight/point-of-

view/aligning-procurement-and-finance-to-drive-

business-impact

https://www.genpact.com/insight/point-of-view/aligning-procurement-and-finance-to-drive-business-imp
https://www.genpact.com/insight/point-of-view/aligning-procurement-and-finance-to-drive-business-imp
https://www.genpact.com/insight/point-of-view/aligning-procurement-and-finance-to-drive-business-imp
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より大きな自信を持って、
戦略的な決定を行いましょう 

Digital Intelligenceは、向上された可視性やより深い理解、対応ま
での時間の速さをもたらします。大量のコンテンツを取り扱う会計
処理のプロセスを向上させる上で次のステップに進むことを計画
しているなら、Digital Intelligenceの導入は利益をもたらすでしょ
う。一般的なプロセスマイニングのソリューションと違い、Digital 
Intelligenceプロパイダーを搭載したIDPソリューションは、コンテ
ンツの品質向上においてより深い専門性に基づいたエクスペリエ
ンスを提供します。また、制限された文書処理プロセスとも違いま
す。これまで見てきたとおり、Digital Intelligenceは、最先端の分
析や機械学習（ML）テクノロジーを最大限に活用します。これらの
テクノロジーは、業務プロセスが機能するための最新の情報を収
集でき、利用できるのです。  
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Digital Intelligenceの導入により、次のことができるでしょう。  

•	 既存の処理プロセス内で、次に起こるであろうコンテンツイベ
ントを予測ができるようになります。予測です。推測ではあり
ません 

•	 処方的ソリューション（Prescribe solutions）を提供し、KPI
に適合しながら処理プロセスのパフォーマンスを改善させま
す。これにより、事業により好ましい成果をもたらします 

•	 さらに、特殊な変更やシチズンデベロッパーの活用を検討す
る際に、そのための手間が十分な利益をもたらすかどうかを
事前に察知します  

このデータに基づき、より情報を活用したアプローチによって、自信
を持って戦略的な変更の決断を下すことができます（人事、テクノロ
ジー、その他のリソースなど）。その変更を決断することで、ビジネス
全体にとって重要な成果をもたらすことができるでしょう。 



AI OCRの限界を超えて、キャッシュフローの水準を向上させましょう 15 

次のステップに踏み出す 

Digital Intelligenceを搭載したIDPソリューションは、未来のものではありません。それ
らは、今すぐに手に入れられるものです。それどころか、論理的に見ても、キャッシュフ
ローの問題を解決するために検討すべき次のステップなのです。それだけではなく、法
規制のコンプライアンス違反のリスクを回避し、収益源となる顧客の獲得/維持するこ
とにもつながります。 

財務・会計（Finance & Accounting）用のABBYY Digital Intelligenceは、会計処理プ
ロセスを改善し、加速させるためのプロセス中心のアプローチを取っています。 業務プ
ロセスの現状から収集されたデータを用いて、最も資金および時間のコストがかかって
いるプロセス上の領域を正確に特定します。同時に、収支決算を改善する上で見落とし
ていたチャンスも見つけることもできるのです。 

このインテリジェンスを装備することで、IDPシステムの性能をフルに引き出すことがで
きます。これにより、キャプチャ、認識、フィールド抽出、および会計処理プロセス内のコ
ンテンツの評価をオートメーション化が可能になります。そうして、企業をさらに成長さ
せる上で重要なシステムが、さらに大きな付加価値を生み出すことができるのです。 

さらなる詳細を知りたいですか？ ABBYYの会計チェックリスト（Accounting 
Checklist）をダウンロードしてください。そして、会計業務を改善するチャンスを特定し
ましょう。

https://www.abbyy.com/ja/solutions/accounts-payable-automation/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja
https://www.abbyy.com/ja/solutions/accounts-payable-automation/seize-new-opportunities-for-improving-cashflow/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja
https://www.abbyy.com/ja/solutions/accounts-payable-automation/seize-new-opportunities-for-improving-cashflow/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja
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今すぐお問い合わせください

https://www.abbyy.com/ja/solutions/accounts-payable-automation/?utm_source=asset&utm_medium=pdf&utm_campaign=ebook-accounting-beyond-ocr-digital-intelligence&utm_content=ja

